
⋆ 平均の速さと瞬間の速さ
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自由落下運動 落ち始めてから t1 秒後から t2 秒後までの平均の速さ vは
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の　速さとは……ごく短い時間の間の平均の速さ

落ち始めてから t0 秒後から (t0 + h)秒後 (h > 0はとても小さな数)

までの平均の速さ vは
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	平均の速さ

∆t=h→ 0−−−−−−−−−−→ 瞬間の速さ

⋆ 関数の平均変化率と微分係数

関数 y = f(x)の世界では...
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f(x) の平均変化率
∆x=h→ 0 //
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f(x) の微分係数
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対応
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平均の速さ
∆t=h→ 0

// 瞬間の速さ



関数 y = f(x)が x = aから x = bまで変化するときの平均変化率
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関数 y = f(x) の平均変化率 =

y の変化量 ∆y

x の変化量 ∆x
=

x = aから x = a+ hまで ( |h|はとても小さい)変化するときの関数 y = f(x)の平均変化率
∆y

∆x
は

∆y

∆x
= =

∆x=h→ 0−−−−−−−→
これを微分係数といい、f ′(a) と表わす。

を に近づける

微分係数 f ′(a)� �
f ′(a) = lim

h→0

f(a+ h) − f(a)
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